
お客様本位の業務運営に関する取組状況について

長野證券株式会社（以下「当社」といいます）は、明治33年（西暦1900年）創業以来

『地元の皆様とともに』を企業理念として110年を超える歴史を歩んでまいりました。

その歴史の集大成として、改めて『お客様本位の業務運営に関する⽅針』を作成し、

平成29年（2017年）6月30日に公表いたしました。

本資料では、当社第80期（平成29年4月1日から平成30年3月31日）における具体的な

取組状況と成果指標について公表いたします。

当社は「お客様の最善の利益」を追求すべく、ひとり一人のお客様の多様なニーズを

聞き取り、最も合った商品やサービスを提供するため、お客様ときめ細かく接触を図る

ことを基本として行動してまいりました。その取組状況について調査したところ、資料

１の通り、残有口座数の71.8％に当たるお客様と接触し、その平均接触回数は通期で25.7

回という結果でありました。この調査は全営業員に対して行っており、改善すべき点は

部店長から各営業員に指導するよう指示をしております。

商品、特に投資信託については、当社は従来から厳選したものを、お客様が悩まれる

ことのないようにご提案してまいりました。少額投資非課税制度であるNISAがスタート

してからは、中長期での資産運用に適した投資信託と判断した「ひふみプラス」や「GCI

エンダウメントファンド（成長型/安定型）」の取扱いも始め、投資初心者や未経験者を

はじめとした⽅々にもご提案できるようラインアップを拡充してまいりました。

資料２には、当社で取扱う投資信託の取扱高上位3銘柄の口数増加率（対前期末比）を

お示ししました。従来のお客様には依然として毎月分配型の投資信託の志向があります

が、伸び率で見ると、「アジア・オセアニア好配当成長株オープン」や「MHAM豪ドル

債券ファンド」といった毎月分配型の投資信託よりも「ひふみプラス」の伸びが顕著に

なっています。

投資信託 口数増加率

アジア・オセアニア好配当成長株オープン -1.5%

MHAM豪ドル債券ファンド +4.7%

ひふみプラス +85.4%

資料２．投資信託_取扱高上位3銘柄の口数増加率

接触率 71.8％

平均接触回数 25.7回

資料１．お客様との接触状況
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資料３．毎月分配型投資信託の構成比率

期 比率

79期
（H28.1Q）

93.1％

79期
（H28.2Q）

96.4%

79期
（H28.3Q）

93.6%

79期
（H28.4Q）

87.4%

80期
（H29.1Q）

63.6%

80期
（H29.2Q）

66.4%

80期
（H29.3Q）

62.6%

80期
（H29.4Q）

78.2%

資料３は、上述の3銘柄以外の投資信託も含め、

販売額ベースでの毎月分配型投資信託の比率の推移

を調べた結果であります。 79期（平成28年度）第1

四半期から80期（平成29年度）第4四半期にかけて

2事業年度ではありますが、毎月分配型投資信託の

比率は低下傾向になることが明らかとなりました。

次にお客様についてですが、従来からのお客様と

の信頼関係を今後も大切にしていくことに変わりは

ありませんが、これまでお取引のないお客様や投資

経験の浅いお客様にもサービスを提供することで、

新たな関係を構築していきたいと考え、啓蒙活動を

行っております。

当社は80期において資料４の通り、「親子で学ぶ

ハッピー・マネー教室」を開催いたしました。これ

は子供にどのようにしてお金や経済のことを教えて

よいかわからないという保護者の声を受けて行った

活動であります。

当日は20組近い親子連れが参加され、お金の使い

⽅4分法（「貯める」、「使う」、「育てる」、

「譲る」）や、ジュニアNISAなど投資への取組み

⽅について学んでいただく場を提供いたしました。

資料４． 投資の啓蒙活動の一例



次に「利益相反の適切な管理」の取組

状況についてですが、当社は特定の系列

には属さない独立した地場証券であり、

お客様の資産運用に適した商品を厳選し

取扱う⽅針を貫いてまいりました。

80期は独立系の投資運用会社である

GCIアセット・マネジメント社の「GCI

エンダウメントファンド（成長型/安定

型）」の取扱いを決定しましたが、これ

も上記の⽅針に沿ったものであります。

次に「重要な情報の分かりやすい提

供」の取組状況についてですが、当社は

平成30年1月にホームページをリニュー

アルいたしました。今やインターネット

上での情報提供は当たり前ではあります

が、余りに多くの情報が溢れかえってい

たり難解であってはお客様の理解は得ら

れないと考えます。

当社はお客様に分かりやすく、迷われ

ないような形で情報提供することを第一

にホームページの内容を刷新しました。

資料５にはその一例をお示ししています

が、資産運用の「主人公」はお客様、

「悪役」はお客様が抱える問題点（将来

の不安など）であり、当社はその解決へ

のお手伝いをさせていただく「脇役」で

あるというストーリーで資産運用の必要

性をお伝えしています。

資料５．ホームページリニューアルの一面



ご留意事項

 本資料は株式・債券・投資信託等の売買を推奨、勧誘するものではありません。

 「お客様本位の業務運営に関する⽅針」の詳細につきましては、当社ホームページに

掲載の資料をご覧ください。

 本資料は2018年3月31日現在の情報をもとに作成しております。

資料６．投信積立サービス（愛称：
つみたてライフ）のイメージ図

次に「お客様にふさわしいサービスの

提供」の取組状況についてですが、当社

は資料６の通り、投資信託を定時定額で

自動買付する投信積立サービス（愛称：

つみたてライフ）の受付を平成30年3月

から開始いたしました。

ラインアップには、中長期での資産運

用に適した投資信託として、当社が厳選

した「ひふみプラス」、「GCIエンダウ

メントファンド（成長型/安定型）」を

揃えております。今後もラインアップの

拡充を図ってまいります。

また「つみたてNISA」の受付も同時に

開始しております。

併せまして当社は資料７の通り、電子

交付サービスの提供も同時に開始いたし

ました。これはお客様の口座情報や取引

報告書等の書類をネット上でご確認いた

だくことができるサービスで、お客様の

利便性の向上につながるものであります。

資料７．電子交付サービスのイメージ図

最後に「従業員に対する適切な動機付けの枠組み」の取組状況についてですが、営業

員の業績評価体系においては手数料実績のみに偏ることなく、コンプライアンスの観点、

お客様の預り資産の増大や実現利益に加え、「つみたてライフ」の契約実績も評価基準

に加えることで、営業員がお客様に対して中長期での資産運用を推進し、「お客様の最

善の利益の追求」につながるよう動機付けております。

80期の取組状況と成果指標については以上となります。


